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国
際
協
同
組
合
年
に
当
た
り
協
同
組
合
の
振
興
を
図
る
決
議 

 

国
際
連
合
は
、
二
〇
二
三
年
十
二
月
の
総
会
に
お
い
て
、
協
同
組
合
を
振
興
し
、
持
続
可
能
な
開
発
目
標
の
実
施
と
社
会
・
経
済
開
発
全
体
に

対
す
る
協
同
組
合
の
貢
献
に
対
す
る
認
知
を
高
め
る
た
め
、
二
〇
二
五
年
を
「
国
際
協
同
組
合
年
」
と
す
る
旨
決
定
し
た
。 

 

ま
た
、
政
府
は
、
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
実
施
指
針
」
に
お
い
て
、
「
協
同
組
合
を
は
じ
め
、
地
域
の
住
民
が
共
助
の
精
神

に
よ
っ
て
参
加
す
る
公
共
的
な
活
動
を
担
う
民
間
主
体
が
、
各
地
域
に
山
積
す
る
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
自
立
と
共
生
を
基
本
と
す
る
人
間
ら

し
い
社
会
を
築
き
、
地
域
の
絆
を
再
生
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
貢
献
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
」
と
表
明
し
て
い
る
。 

 

よ
っ
て
政
府
は
、
次
の
基
本
的
考
え
方
の
下
に
協
同
組
合
の
振
興
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。 

一 

協
同
組
合
に
関
す
る
様
々
な
施
策
を
企
画
立
案
し
、
及
び
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
国
際
連
合
の
「
協
同
組
合
の
発
展
の
た
め
の
支
援
的

な
環
境
づ
く
り
を
め
ざ
す
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
（
二
〇
〇
一
年
）
及
び
Ｉ
Ｌ
Ｏ
（
国
際
労
働
機
関
）
の
「
協
同
組
合
の
促
進
に
関
す
る
勧
告
」

（
二
〇
〇
二
年
）
に
留
意
す
る
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国
際
協
同
組
合
同
盟
）
の
「
協
同
組
合
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
関
す
る
Ｉ
Ｃ
Ａ
声

明
」
（
一
九
九
五
年
）
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
協
同
組
合
の
定
義
、
価
値
及
び
原
則
を
尊
重
す
る
こ
と
。 

二 

協
同
組
合
が
相
互
扶
助
の
精
神
に
基
づ
き
地
域
社
会
の
持
続
可
能
な
発
展
の
た
め
に
活
動
し
て
い
る
点
を
重
視
し
、
持
続
可
能
な
地
域
社
会

づ
く
り
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
有
力
な
主
体
と
し
て
協
同
組
合
を
位
置
付
け
る
こ
と
。 

三 

現
代
日
本
の
経
済
社
会
に
お
い
て
公
共
部
門
や
営
利
企
業
で
は
な
い
民
間
非
営
利
組
織
が
果
た
し
得
る
役
割
を
重
視
し
、
多
く
の
人
々
が
組

合
員
と
し
て
民
主
的
に
管
理
運
営
す
る
民
間
非
営
利
組
織
で
あ
る
協
同
組
合
の
発
展
に
留
意
す
る
こ
と
。 

右
決
議
す
る
。 


